
幼児教育施設

「うごくおもちゃをつくりたい」　　５歳児　11月

小学校

「スタートカリキュラムの全体構想」

行政機関

「富士市版スタートカリキュラム」

「アドバイザー訪問後の見取りの発信」

接続期における教育･保育の実践事例（追加）

市町教育委員会・市町幼児教育主管課による取組【富士市】

市町教育委員会・市町幼児教育主管課による取組【賀茂地域】

５歳児後半のカリキュラム作成の視点(3)
小学校入学に向けて、自立心や自信を高める経験を積み重ねる

小学校1年生1学期のカリキュラム作成の視点(4)
全校で協力体制をつくり取り組む
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隣接する小学校の２年生担任から生活科「ふれあいパーク」への誘いがあった。そこで、事

前に担任同士で打ち合わせを行い、この活動における生活科としてのねらいと保育のねらいを

明確にするとともに、単元計画についての意見交換を行った。当日だけの単発的な交流活動で

はなく、事前・事後においても園児と児童の関わりの場を積極的に設けることで、一層充実感

が得られるように工夫することを共通理解した。 
体験日の前日に、２年生がポスターとおもちゃを持って来園し、各コーナーの説明や実演を

してくれた。２年生手作りの動くおもちゃを見た年長児たちは期待に胸が膨らみ、明日が待ち

きれない様子であった。降園前の振り返りの時間には、それぞれ、どのコーナーで遊びたくな

ったかを楽しく話し合った。 
体験日当日、２年生に遊び方を教えてもらいながら、年 

長児たちは夢中になって遊んでいた。教師も一緒に遊びを 
楽しみ、子供の様子を観察しながら、「このおもちゃ、す 
ごいね。おもしろいねえ。」と遊びの楽しさに共感したり、 
「え？ロケットが飛び出るの？」「先生も飛ばしたい。ど 
うやるの？」などと、遊びが広がるような声かけをしたり 
した。製作あそびが好きな A くんは、『ぱっちんガエル』 
で何度も遊んだあと、２年生に作り方を教わっていた。比較的容易に製作できる『ぱっちんガ

エル』は、園でも多くの子が作り出すだろうと予想できた。 
降園後、教師は多くの廃材を保育室に用意した。２年生が用いていたティッシュや牛乳の空

き箱、紙コップ、プラスチック容器と、それら以外にもおもちゃの動力として使えそうな風船、

乾電池、輪ゴム、磁石など大小さまざまなものを準備した。また、壁には「ふれあいパーク」

を楽しんでいる子供たちの写真を掲示するとともに、小学校から借りてきた２年生のおもちゃ

も近くに並べた。 
翌日、登園してきた子供たちは、すぐにおもちゃ作りを始めた。多くの子供が『ぱっちんガ

エル』に挑戦している。「A くん、どうやる？」「ここにゴムをつけて。」「これでいい？」「ゴム

はひねってバツにするんだよ。」A くんは質問攻めに遭いながらも、楽しそうに説明をしていた。

そして、カエルの跳びはねる様子に歓声をあげながらみんなで遊んでいるうちに、「A くんのカ

エル、いつも高く跳ぶねえ！」という教師の一言から競争が始まり、高く跳ばすための技があ

るのではないかとそれぞれが工夫し始めた。 
B ちゃんは『ゴロゴロ車』を作ろうと、粘土を車軸に取り付けている。ところが、先日見た

ようなおもしろい走り方をしない。自分なりにあれこれ試していたが、いよいよ「先生、うま

く動かない！」と訴えてきた。「そう？ちゃんとできているんだけどねえ。」と応えると、「違う。

もっとカタカタしてた。」と主張する。教師は粘土の大きさが原因であることはわかっていたが、

再度２年生との関わりを持ちたいと考え、「誰なら上手に作れるかなあ。」とつぶやいた。する

と B ちゃんは「そうだ、２年生の C ちゃんに聞いてみようよ。」と目を輝かせた。「それはいい

ね！」と教師も共感し、あとで小学校に依頼しておくことを約束した。 
翌日の昼休みに、２年生が担任とともに来園してくれた。事前に単元の流れを互いに確認し

ているため、２年生にとっても生活科を中心とした関連的な活動として、この時間が効果的に

組まれていた。２年生は年長児のために「お手伝い屋さん」として張り切って働いてくれた。

前回以上に会話がはずみ、時間いっぱいおもちゃで遊ぶ子供たちの姿が見られた。 

＜実践事例７＞ 

５歳児後半のカリキュラム作成の視点(3) 小学校入学に向けて、 

                      自立心や自信を高める経験を積み重ねる 

  「うごくおもちゃをつくりたい」  ５歳児 11 月 
【この指導のポイント】 

◎ 小学校でのふれあい体験参加に際し、その後の遊びの展開の見通しと保育のねらいをたしか

にもち、環境構成に生かす。 

①小学校教師との打ち合わせを密に行い、互恵性のある活動となるよう工夫する（   下線部） 

②子供同士が関わり合いながら主体的に遊ぶことができるよう、保育環境を工夫する（   下線部） 

 



＜実践事例８＞ 

小学校 1 年生 1 学期のカリキュラム作成の視点(4)「全校で協力体制をつくり取り組む」 

「スタートカリキュラムの全体構想」 

【この指導のポイント】 

◎自校のスタートカリキュラムに関わる各活動が組織的、計画的に推進できるように全体構想を示し、職員の共通理解を図って

いる。 
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＜実践事例９＞ 

市町教育委員会・市町幼児教育主管課による取組【富士市】 

「富士市版スタートカリキュラム」 

【この実践のポイント】 

◎市教育委員会が市内全域の園の情報を収集してまとめ、幼児期の環境や保育状況を小学校で

共有できるようにした。各校におけるスタートカリキュラム編成に生かしていくよう活用を

促した。 

 

１ 富士市版「スタートカリキュラム作成のための参考資料」を作成。市内の公私立幼保・こど

も園に協力を依頼し、年長児の生活の様子について調査し、資料として掲載した。多数の園か

ら入学してくる小学校では情報を収集しようとすると煩雑になりがちであるが、市として実践

したことで小学校側が情報把握しやすくなり、保育に対する理解にもつながった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 新入学児童保護者に対し、「新入学児

童応援シート」を配布して記入を依頼し

た。入学後の支援の参考資料、幼小連絡

会における基礎資料として活用できる

ようにした。 
また、保護者にとってもシートにより

我が子の様子を学校に伝えることがで

き、入学への不安感の軽減につながった。 
 
３ 市内全教職員に貸与された校務パソ

コンの共有フォルダ内に、幼小接続に関

する各種資料を保存。各校において活用

しやすいように整備した。 



＜実践事例 10＞ 市町教育委員会・市町幼児教育主管課による取組【賀茂地域】 「アドバイザー訪問後の見取りの発信」 
【この事業のポイント】 

◎市町担当者が幼児教育アドバイザー園訪問に同行。各園・校における好事例を発信することにより、保育者や小学校教員の資質向上を図る。 
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